
企業文化
人事評価
育成制度

商品
サービス

サポート 
ツール

2017年4月
ボトムアップの営業体制へ転換（商品ごとの目標を廃止）

2018年4月
NPSを導入 
（お客様の満足度向上）

2018年7月
財産承継プランニング 
ライフプランニング 
（ライフプランニングの把握）

2018年8月
資産管理レポート

2024年10月
簡易株価算定ナビ

2021年4月
財産承継ナビ

2023年1月
NBAツール（Next Best Action）

2020年8月
資産運用プランニング（お客様の運用目標を実現する最適なポートフォリオ提案の実施）

2007年10月
ダイワファンド 
ラップ

2021年8月
安心つながるラップ

2022年10月
プラチナウェルスラップサービス

2018年3月
アドバンスラップ

2020年10月
投信フレックスプラン

2019年4月
営業員・支店評価にお客様損益を反映

2020年1月
お客様満足度協議会の設置

2025年4月
資産価値最大化協議会、CV会議＊の
設置

2019年10月
収益目標を廃止（お客様ニーズに 
応じた商品買付を評価の軸に）

2024年4月
お客様の総資産を踏まえたポートフォリオ提案プロセスの確立

2023年5月
ダイワ・ブラックストーン・プライベート・
クレジット・ファンド

2025年2月
ダイワ・ブラックストーン・インフラストラクチャー・ファンド

2025年6月
ブラックストーン・プライベート・クレジット・
JPY ファンド（毎月分配型）

2022年5月
ダイワ・WiL3号ベンチャー 
キャピタル・ファンド

中期経営計画“Passion for the Best” 2026の概要（2024年4月に策定）

＊1 ベース利益は、WM+証券AM+不動産AMの経常利益額合計。このうちWMは、旧リテール、大和ネクスト銀行、大和コネクト証券、Fintertechの経常利益の単純合算　＊2 預り資産残高は、大和証券の預り資産残高　＊3 ストック関連資産残高は、投信、ファンドラップ、外貨預金　＊4 AM部門AUMは大和アセットマネジメント、 
大和ファンド・コンサルティング、大和リアル・エステート・アセット・マネジメント、サムティ・レジデンシャル投資法人、大和PIパートナーズ、大和エナジー・インフラ、大和企業投資のAUM合計　＊5 デジタル案件価値創出件数は、新しいデジタル技術を活用している案件で、かつ新規性があるもしくはビジネス変革に資する案件を 
カウント　＊6  デジタル案件トライアル件数は、DX案件とAI・データサイエンス案件のトライアル件数をカウント　＊7  自社の温室効果ガス排出量はScope1+Scope2の合計。投融資ポートフォリオの温室効果ガス排出量の対象は、電力セクターへのプロジェクトファイナンス。一部推計値を含む

＊ CV：Maximize Customer Asset Valueの略

グループ戦略骨子

グループ経営基本方針

お客様の資産価値最大化

1 お客様へ提供する付加価値の追求

2 アセットマネジメントビジネスの高度化とビジネスモデル変革

3 非連続な成長戦略の推進（外部連携・M&A・成長投資）

4 経営資源のリアロケーションと管理高度化

5 デジタル・イノベーションの追求

全社 WM AM GM&IB

業績
経常利益 2,400億円以上
ROE 10%程度
ベース利益＊1 1,500億円

お客様資産
預り資産＊2 120兆円
ストック関連資産＊3 13.6兆円
AM部門AUM＊4 44兆円

デジタル
デジタル案件価値創出件数＊5 10件
デジタル案件トライアル件数＊6 50件

サステナビリティ

SDGs関連債リーグテーブル 2位以内
エンゲージメントサーベイスコア 80%以上
自社の温室効果ガス排出量＊7 2030年度 ネットゼロ
投融資ポートフォリオの温室効果ガス排出量＊7 2030年度 186～255 g-CO2/kWh

大和証券グループでは、お客様が抱える課題や不安に対し、従来以上に深く向き合うために、資産管理型ビジネスモデルへの転換を進めています。お客様は、有価証券だけで
なく、現金や不動産など多様な資産をお持ちであり、資産運用に加えて、資産保全や事業承継といった点にも高い関心をお持ちです。こうした背景から、総資産全体を見据えた
運用マネジメントが求められる時代となっています。にもかかわらず、従来の有価証券の売買を中心としたフロー収益型の営業スタイルでは、そうしたお客様の課題や不安に十分
に向き合えていなかったという反省があります。だからこそ私たちは今、営業のあり方を見直す抜本的な改革として、資産管理型ビジネスモデルへの転換を、不退転の決意で推し
進めています。

お客様満足度向上を中心に据えた営業改革

2016年10月
ファンドラッププレミアム（相続機能を付加）
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資産運用立国の実現に向けて
資産運用立国のコンセプト

日本では、約30年間続いたデフレが終焉し、本格的な「金利のある時代」が到来して
います。大和証券グループでは、NISAの抜本的拡充やコーポレート・ガバナンス改革
に加えて、資産運用業の高度化を図ることを、資本市場の活性化に資する重要な取組
みと考えています。そのため、資産管理型ビジネスモデルへの移行を経営戦略の柱と
して掲げ、その進展に向けて今後一層ウェルスマネジメントビジネスとアセットマネジメ
ントビジネスに注力していきます。この経営戦略は、日本政府の方向性とも合致して
おり、「資産運用立国」の実現に向け、当社グループも積極的に貢献していきます。

2021年と比較すると、日本の株式市場および家計金融資産は伸長しています。特にNISAにおい
ては、非課税限度額の拡大、非課税保有期間の無期限化、制度恒久化により大きく伸長しました。

NISA制度開始年の2014年12月末時点では60歳代以上が過半数を占めていましたが、 
年々若年層の割合が高まり、2024年12月末時点では40歳代以下で約半数を占めています。

2021年 2025年 増加率
日経平均 28,771.07円＊1 35,617.56円＊4 +24%

東証時価総額 762兆円＊2 947兆円＊4 +24%

家計金融資産 2,042兆円＊3 2,230兆円＊5 +9%

NISA口座数 1,765万口座＊3 2,560万口座＊5 +45%

NISA買付額（累計） 25.5兆円＊3 52.7兆円＊5 +107%

「貯蓄から投資へ」の流れの本格化 NISA口座の年代別分布

販売会社（銀行・証券）、アドバイザー 
による顧客本位の業務運営の確保

家計の安定的な資産形成（NISAの抜本的 
拡充・恒久化や金融リテラシーの向上）

企業の持続的な成長 
金融・資本市場の機能の向上

成長と分配の好循環を実現し、日本経済の成長と国民の資産所得の増加につなげていく

資産運用業の高度化や 
アセットオーナーの機能強化

＊1 10月1日　＊2 10月末　＊3 12月末　＊4 3月末　＊5 2024年12月末　
（出所）東証時価総額：市場別時価総額 | 日本取引所グループ／ 
家計金融資産：日銀 資金循環統計 資金循環：日本銀行／NISA口座数、買付額：金融庁 （出所）金融庁「NISA口座の利用状況に関する調査結果」より日本証券業協会作成の「新NISA白書2024」より抜粋

証券ビジネスの持続的な成長展望

日本のインフレ環境のもとで、証券ビジネスは大きく成長するポテンシャルを有して
います。下図のように、一定の前提を置いて試算をした場合、家計金融資産は今後20

年で2倍以上に拡大、そのうち有価証券は約3.8倍の拡大を見込んでいます。

試算の前提：
•  大和総研の「大和中期マクロモデル」の推計値をもとに

2033年度まで予測し、2034年度以降は「大和中期マ
クロモデル」の伸び率の平均値で延長

•  図の構成商品は、2024年3月末時点の家計金融資産
の割合を横ばいで仮置きしつつ、2025年度以降の有
価証券は、時価要因と資金純増要因を合計して年平均
で5.68%（金融資産対比＋3%）で成長するとともに、
年平均で現預金の0.5%が有価証券へシフトすると仮定

出所：総務省「2019年全国家計構造調査」、国立社会保障・人口
問題研究所「日本の世帯数の将来推計（全国推計）」（令和6
（2024）年推計）、日本銀行「資金循環統計」、大和総研「日本
経済中期予測」（2024年）より大和総研作成

家計金融資産の将来予測
（兆円）
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大和証券グループのミッション：金融資本市場を通じて社会および経済の発展に資する

大和証券グループ本社　統合報告書2025 CEOメッセージ Culture 資産価値最大化 サステナビリティ 会社情報

17

CFOメッセージ


